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【地方創生バイオマスサミット】

平成３０年７月５日（木）

～豊富な森林資源を活かし切る～

高知県における林業・木材産業政策と
森林資源の循環への取り組み



高知県は、高齢者が若者の２倍以上多いという人口構造であり、当面は人口
減少は避けがたい状況にあります。そのため、県経済の活性化のためには、県内市
場だけに頼るのではなく、外に打って出て、県外・海外から外貨を獲得することが重
要です。

Ⅰ 「地産外商」とは

Ⅱ 「地産外商」を進める上で大切にしていること

○活力ある県外市場に打って出ることが必要 ＝「外商」の推進

○「外商」ができるモノを増やすことが必要 ＝「地産」の強化
＝ 地産外商

目指す将来像 地産外商が進み、地域地域で若者が誇りと志を持って働ける高知県

生かすべき高知の強み

① ないものねだりをせず、自らが持てる強みを生かす ② 弱みをも強みに転じる

●「地元ならではのおいしい食べ物が多かった」

ランキング ８年間で６度の日本一 ※じゃらん宿泊旅行調査

●全国シェアトップクラスの農産物（ゆず、にら、しょうが等）

●小ロットながらも多品種の水産物

食
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全国に誇れる自慢の食

幕末維新の息吹を体感

●「幕末の偉人で最も会ってみたい人」 第１位 坂本龍馬

※高知県アンケート調査（H28.2月）

●歴史に大いなる影響を与えた多くの偉人を輩出

●四国八十八箇所霊場と遍路道

美しく豊かな自然

●森林率（84％）日本一

●「平均水質が最も良好な河川」 ５年連続選出 仁淀川

最後の清流 四万十川

●日本三大カルスト（四国カルスト）

明るい県民性

●土佐のおきゃく文化 ●よさこい祭り ●まんが王国・土佐

●高知県民総幸福度（GKH）
高知で暮らして幸せと感じる割合 61.8％
高知が好きだと感じる割合 69.0％
＊「高知家の家族会議」アンケート結果（H28.6月実施）

自然災害が多発

●年間降水量 3,659mm 日本一 ※H26

●台風上陸個数11個 日本一 ※H13～H29

●自然災害、南海トラフ地震への備え

中山間地域での課題が多い
□県面積の約93％が中山間地域

□県人口の約39％が中山間地域に在住

●中山間地域の人口減少の加速

・S35:537,327人→H27:285,379人 約47％減

●過疎化の進行 ●不利、不便（生活、生産、交通）

温暖な気候を生かした

第一次産業

豊富な食材を生かした

食品産業

食や自然、歴史、人の魅力を
生かした

観光産業

『第一次産業』から
“派生”する産業群

ものづくりの
地産地消

地場企業の技術力を生かした

ものづくり産業

重点対象となる産業分野

家族のように温かい県民性など、
高知の魅力の発信による

移住促進

高知の弱み

新産業・新事業の創出

「中山間地域は強みの源泉」
農業や林業といった第一次産業はもとより、観光面でも
貴重な資源を有するなど、中山間地域にこそ高知県の
強みがあります。その一方で、様々な課題が・・・

築いてきた
全国とのネットワークを生かした

IT・コンテンツ関連産業

多発する自然災害を通じて得た
ノウハウを生かした

防災関連産業

第一次産業や中山間地域等の
課題などからのニーズの抽出を通した

課題解決型産業創出

・人口減少社会の最先端 → ノウハウの商品化
・災害多発県 → 防災対策の加速化 → 防災関連産業の育成
・人口減少×田舎×IｏT → 新たな産業創出

じしんまん

（高知県防災キャラクターⓒやなせたかし）＜1998年 高知豪雨＞

「課題先進県」だからこそ「課題解決先進県」へ

波及

バラエティに富んだ防災関連製品・技術

つなみまん

○全国に先駆けて人口減少・高齢化社会に突入した高知県。県内市場がどんどん縮小するなど、「人口減少の負のスパイラル」のダメージが県経済の様々な面に表れていました。

○このような状況を克服し、高知県の経済を根本から元気にするためのトータルプランとして平成20年度に「産業振興計画」を策定。 平成21年度より、「地産外商」を戦略の柱に、経済の
活性化に向けた様々な取り組みをスタートさせました。

産業振興計画の基本的な考え方と全体像
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○豊富な森林資源を最大限に活かして中山間地域の活性化を目指す

○本県の強みの源泉である中山間地域の活性化により、本県の持続的な成長を実現

林業振興の意義（中山間地域は強みの源泉）

○中山間地域は国土面積の約７割

○高知県は、約９割が中山間地域であり成熟した豊富な森林資源が充実。

○さらに中山間地域は、“自然や食”など、本県の強みの源泉。

林業の振興なくして中山間地域の再生なし
中山間の再生なくして地方の活性化なし
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◆森林面積 約６０万ｈａ （森林率 ８４％ 全国第１位）

◆人工林面積 約３９万ｈａ （人工林率 ６５％ 全国第２位）

◆人工林総蓄積量 約１億６，６００万ｍ3 （全国第２位）

◆年間成長量 約３００万ｍ3（年間原木生産量の約４．５倍）

日本一の森林県 高知県
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○木質バイオマス発電所
（H27稼働、県内2ヶ所）

○製材工場の強化
・事業戦略の策定支援

・人材育成、設備整備支援

・大型製材工場（H25稼働）

拡大再生産へ！

C材（低質材）
Ｄ材（端材等）
バイオマス利用

B材（中質材）
ラミナ用材

A材（良質材）
建築用材

○トレーラー等による
低コスト・定期輸送

○高次加工施設の整備
・CLT用ラミナ工場（H28稼働）

・集成材工場（H28稼働）

木質ペレットボイラー

○TOSAZAIセンター

○韓国・台湾等を
ターゲット

構築した川上から川下までの仕組みを生かして、“森の資源”を余すことなく活用

② 加工体制の強化

① 原木生産のさらなる拡大

○生産性の向上

県外

海外

③ 流通・販売体制の確立

④ 木材需要の拡大

○ＣＬＴの普及

⑤ 担い手の育成・確保

高性能林業機械

○林業大学校

○小規模林業

○A材の需要拡大と販売促進
・住宅、低層非住宅
・内装材等

森林組合の
生産工程改善

高知おおとよ製材

○フォレストスクール

路網整備 Ｈ30専攻課程の開設
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林業分野の取組 ～山で若者が働く、全国有数の国産材産地～



低質材の需要が大幅に拡大 → 林業及び関連産業による雇用の場の創出

◆ 木質バイオマス発電施設の概要

原木の生産・運搬

林業関係事業者等

発電事業者

原木生産や運送等に従
事する方の給与所得増
加による間接的効果

県内への波及効果 （1施設での試算）

全体の経済波及効果（年間）

約１,２４９百万円
全体の雇用誘発効果（年間）

約１４２人

２０年間
の継続

事業体名
土佐グリーンパワー（株）

（高知市）
（株）グリーンエネルギー

研究所（宿毛市）

ＦＩＴ運用開始 平成２７年３月９日 平成２７年１月１５日

施設内容
　送電規模　　　　５,６５０kw
　年間送電量　約４,０００万kwh
(一般家庭約１１，００世帯分に相当)

  送電規模　　　　５,８００kw
　年間送電量　約４,５００万kwh
(一般家庭約１２，００世帯分に相当)
  木質ペレット年間生産量
            　　  　約５,０００トン

直接雇用者数
２２人

（県内採用７３％）
２９人

（県内採用７３％）

事業費 約３５億円
約３８億円

（発電及び木質ペレット製造施設）

木質チップの
年間使用量

約８７,０００トン
発 　　電 　　用　約９３,０００トン
木質ペレット用　約１０,２００トン

［ 土佐グリーンパワー（株） ］ ［ （株）グリーン・エネルギー研究所 ］

木材需要の拡大（木質バイオマス発電利用）
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【バイオマスボイラー導入台数】(H29年度末現在)

◆合計台数 ２７６台

◆分野別の割合･･･園芸施設 227台(82.2%)

冷暖房施設 11台( 4.0%)

温泉施設 19台( 6.9%)

その他 19台( 6.9%)

① 木質バイオマス導入事例

ペレット焚き冷暖房

（なごみ中芸）

② 木質バイオマス導入事例

ペレットボイラー

（県立牧野植物園 南園温室）

【熱利用】 熱利用による地域循環型のエネルギー利用への転換→平成２１年度から施設園芸を中心に急速に普及

※平成28年 木質バイオマスエネルギー利用動向調査（林野庁）より

◆森林資源の有効活用による林業振興
原木換算（低質材の利用量）…約３万５千m3／年

◆地域経済の活性化（エネルギーと資金の地域内循環）
重油換算(削減量)…約6,500kL/年 約５．２億円/年 ←燃料代の域外流出抑止額

※重油単価：８０円/Ｌで算出

◆地球温暖化対策への貢献
ＣＯ２削減量…約17,600t-CO2/年 約９千７百万円/年 CO2削減効果

※二酸化炭素に関する原単位：5,500円/t-CO2 ※林野庁事業評価参考単価表(平成28年度版)

約3,350世帯分 （約5,270kgCO2/世帯 ※全国地球温暖化防止活動推進センター 2012）

H21年度 H22年度 H23年度 H24年度 H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度
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木材需要の拡大（木質バイオマス熱利用）
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木造設計コース（定員：10名）

木造住宅から
中大規模木造
までの設計技
術などを身に
つけた、木造
建築のプロデ
ューサーを養
成します。

林業技術コース（定員：10名）

高性能林業機
械のメンテナン
スや架線技術
などを 身につ
けた、 林業技
術のエキスパ
ートを養成しま
す。

森林管理コース（定員：10名）

森林GISの活
用や施業プラ
ン書の作成な
どを身につけ
た、林業経営
の中核を担う
人材を養成し
ます。

新しい森の文化、森の技術を
高知で創造しましょう

初代校長 隈 研吾

高知県の林業を担う素晴らしい人材を育てることを目的として平成27年4月に先行開校した高
知県立林業学校は、新たに専攻課程を加え高知県立林業大学校として本格開校しました。

Photo(C)J.C.Carbon
e

即戦力となる人材の養成

林業に必要な知識・技術を基礎から学び
即戦力となる人材を養成します

●林業技術や林業機械の操作、森林路網の
開設など実践型のカリキュラム

●研修期間内に林業現場で必要な12の特別
教育の受講及び技能講習修了証を取得

卒業後の活躍の場
森林組合や林業関係企業

卒業後の活躍の場
森林組合や林業関係企業

卒業後の活躍の場
設計事務所、工務店 など

森林･林業の知識や技術を習得した優れた人材を確保･育成し､林業の成長産業化を目指す

基礎課程（定員：20名）

専 攻 課 程
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担い手の育成・確保（高知県立林業大学校）

就職率
100％



強力なスマート林業・木材産業クラスターの形成

・低コスト・ジャストインタイムで供給できるサプライチェーンの構築
・プロダクトアウトからマーケットインへの生産体制の変革

ＩｏＴ、ＩＣＴ技術を活用して各段階での
情報把握を容易にし、川下の需要に
応じた川上、川中での生産、在庫の
適正管理によるコストダウン

川上
（森林現場）

・長期的な生産計画・生産管理
・需要に応じた弾力的な生産
・森林資源情報把握

サプライチェーン・マネジメントの最適化

ジャストインタイム ジャストインタイム 川下
住宅、非住宅
内装、家具
木質バイオマス

川中
（加工・販売）

ボトルネックは原木供給の不確実性！
集約化がその解消のカギ

◎原木供給の不確実性により、需要の変動に
応じた供給が困難

集約化により原木供給の不確実性を縮小
・効率的・効果的な路網整備による生産性向上
・長期的に事業量を確保でき、計画的な、また、

弾力的な生産が可能

生産情報

調達情報

需要側の情報を川上、川中に提供

・川下の需要に応じた生産
・生産に応じた原木調達

生産情報

調達情報

量・質・時期 量・質・時期

丸太 製材品

林業・木材産業全体を大幅に
拡大するには不可欠！

川上とあわせ更なる木材需要の拡大

森林経営管理法の施行により
集約化は大きく進展

・ＣＬＴを核とした非住宅建築物等の木造化・木
質化の推進

・一般製材品(Ａ材)を活用した商品開発、普及
・内装材など高付加価値商品の開発

建材としての魅力の高まり
他の建材との競争力が向上納期の短縮、コスト縮減

林業・木材産業
の目指すべき姿

林業・木材産業のさらなる飛躍に向けて

7


